
学校経営協議会は、次の２点の実現を目指し活動しています。

この実現は、学校経営協議会だけでは成しえません。学校、地域、保護者の方々と一丸と
なって取り組んでいけるよう、ご理解とご協力をお願いします。

四中コミュニティ・スクールだより
小平市立小平第四中学校学校経営協議会 令和６年９月３０日

第 ３ 号

コミュニティ・スクール始動！

今年度から、小平第四中学校は、学校運営協議会制度を導入したコミュニティ・スクール
（ＣＳ）となりました。ＣＳとは、学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民
の皆さんが参画できる仕組みです。
小平市では、学校運営協議会を「学校経営協議会」と称しています。校長が、学校におい
て目的を達成するために、継続的・計画的に意思決定を行って事業を管理・遂行していく意
識を強調すべく、あえて「経営」という言葉を使用しています。

① 地域に根差した魅力ある学校づくり

地域と共にある学校・おらが学校

② 持続可能な教育活動の推進

  「目指す生徒」及び「目指す学校」の姿の明確化・実現

ＣＳの細部情報については、文部科学省ＨＰをご確認ください。

学校経営協議会の目標



ＣＳになって何か変わるの？

わしでも何かできるんじゃろうか？

ＰＴＡ以外でやることが増えるのかしら？

こどもに
とっての魅力

●こどもたちの学びや体験活動が充実します。
●自己肯定感や他人を思いやる心が育ちます。
●地域の担い手としての自覚が高まります。
●防犯・防災等の対策によって安心・安全な生活ができます。

教職員に
とっての魅力

●地域の人々の理解と協力を得た学校運営や「社会に開かれた
教育課程」の実現が可能となります。
●地域人材を活用した教育活動が充実します。
●地域の協力によりこどもと向き合う時間が確保できます。

保護者に
とっての魅力

●学校や地域に対する理解が深まり、家庭教育との相乗効果が
生まれます。
●地域の中でこどもたちが育てられているという安心感があります。
●保護者同士や地域の人々との人間関係が構築できます。

地域住民に
とっての魅力

●経験を生かすことで生きがいや自己有用感につながります。
●学校が社会的つながり、地域のよりどころとなります。
●学校を核とした地域ネットワークが形成され、地域の課題解決
につながります。
●地域の防犯・防災体制等の構築ができます。

ＣＳでは、こどもの教育に対する課題や目標を共有することで、学校を支援する取組が充
実するとともに、関わる全ての方々に様々な魅力があります。

ＣＳの魅力とは？

今年度から始動しているＣＳ。まだまだ馴染みがないかもしれません。

授業や部活動指導以外でも時間がとられるの？
生徒

保護者

教職員

地域住民



① 学校経営協力者としての教育活動の支援及び評価
●学校関係評価委員として、年２回（前期・後期）の学校評価
●学校経営等への助言
② 様々な教育活動への協力者（学校支援ボランティアなど）の発掘・確保※及び人材
 ネットワークの構築
③ 地域学校協働活動の企画・調整
●健全育成：多様な学びの場づくり（カルガモ教室など）、部活動支援（地域連携・

地域移行）、防災訓練・学習、青少対行事への参加
●学力向上：学習補助（美術科の彫刻、家庭科の調理実習・裁縫等、技術科の
  加工作業等）、放課後学習教室、学び直し教室、検定（英語、数学、

漢字）
●キャリア：職場体験、職業講話、ボランティア活動

多様化社会の中での教育は、
先生だけでは対応がやや困難

大学、高校、自治会、PTA、地域の方々等から参加いただいている以下のメンバーで
構成されています。
＜会  長＞生尾 光
＜副  会 長＞今村 泰子、永坂 るり子、

 池上 大輔（副校長）
＜広 報 担 当＞海木 頌子
＜委 員＞中野 清吾、山﨑 芳夫、

 浅井 美津子、濱村 美紀子、
 南保 直紀 、坂上 多津夫、
 河原 順一、西 逸子

＜事 務 局＞田中 秀幸（主幹教諭）
 藤川  洋（主幹教諭）
 岩﨑 昌之（主幹教諭）

＜オブザーバー＞ 関 勝志（校長）

学校経営協議会の取組内容

学校経営協議会委員紹介

※ 学校では、こどもに温かい関りができる方、幼・小・中などで教育関係の仕事経験があ
る方等を確保するための予算を組んでいます。よって、通常のボランティアとは異なり、「学
習補助員」等には謝礼があります。
〇学習補助員：授業に入って学習の手助けをします。（月～金の可能な時間帯で）
〇「学び直し教室」補助員：算数・数学と英語の基礎学習の手助けをします。

 （放課後１時間程度）
〇学生ボランティア：話し相手や学習の手助けをします。
ご興味のある方、推薦したい方などいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

連絡先：042-341-4344（副校長）



〇 学習補助：主として委員２名により、美術科・家庭科・技術科の学習補助を実施
〇 校内の園芸
〇 図書室の運営補助
〇 放課後学習教室

 終業式後～７月いっぱい及び８月最終週に夏休みの自習の補助として実施
〇 ７月２２日（月）１６：３０～１８：００、第２回学校経営協議会を実施

 ・ 学校教育目標について
 ・ 小平四中校区児童会・生徒会「あいさつウィーク（強調週間）」について
 ・ 創立６０周年記念行事について（令和７年１１月２２日（土））
 ・ 地域合同総合防災訓練について
 ・ 夏の標準服の変更について
 ・ 不登校保護者の会について

〇 ９月２４日（火）１６：３０～１８：００、第３回学校経営協議会を実施
 ・ 前期学校関係者評価について
 ・ 地域学校協働活動の認知度の向上、協力者増加の方策について
 ・ 広報誌について
 ・ 職場体験期間中に四中で体験活動を行う生徒の支援について
 など、様々な議題について話し合いました。

〇 小平四中校区児童会・生徒会 「あいさつウィーク（強調週間）」引率
 ９月２４日：四小、２５日：十小、２６日：十五小、２７日：四中

〇 １１月１２日（火）第４回経営運営協議会
〇 １月１５日（水）第５回学校経営協議会
〇 ３月１日（土）第６回学校経営協議会
〇 ３月中旬 広報誌発行

学校経営協議会の活動報告

学校経営協議会の今後の予定
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